












































10 年間でそれまでの 10 年間で増加した分だけの人口減少が予想されている．また，図 2
に示すように少子高齢化は加速の一途をたどっている．これらのグラフに示すように，過

































































































































説明変数名 偏回帰係数 標準偏回帰係数 Ｆ値 有意差判定確率 判定マーク Ｔ値 標準誤差 偏相関 単相関 符号ﾁｪｯｸ
人口主成分 12965990.92 0.770787014 7.160 0.037 [* ] 2.676 4845684.584 0.738 0.872
経済主成分 3323333.173 0.140176922 0.178 0.688 [  ] 0.422 7883872.185 0.170 -0.846  x 
失業率（％） -8669960.554 -0.464716328 6.959 0.039 [* ] -2.638 3286638.102 -0.733 -0.747









変動 偏差平方和 自由度 不偏分散 分散比 Ｐ　値 判定
全体変動 1.53461E+15 9
回帰による変動 1.38229E+15 3 4.60762E+14 18.14921839 0.002 [**]





























































































































 したがって，分析に用いたデータのうち世帯主が年齢層 𝑗 のセグメントの人数を𝑘𝑗とし、

























図 6 シミュレーション結果（上：95%，中央：50％，下：5%） 
 
表 1 2006年から 2008年の結果の評価 
 
 
2006年から 2008年について予測値と実際の値を比較する（表 1）． 

















































































































2006 198,523,241 193,148,874 190,333,962 8,189,279 2,814,912 4.3% 1.5%
2007 195,365,523 192,629,205 185,670,188 9,695,335 6,959,017 5.2% 3.7%
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